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八分回 員 ‐募集
私たちも分回活動と仕事を両立しています。気軽にご入回ください。
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〈発行責任者〉田村好幸

〈令和 6年 2月発行〉
(岡 。浜田・船越)全戸配布

〈部 長〉内藤 彰彦 〈2004入団〉

町内の先輩から誘われて入団しました。当時まだ中学生だった

長男と、今は一緒に分団活動しています。仕事は自動車整備士で

す。そのため、消防車の運転機関員を任されて来ました。趣味は

車中泊をしながら国内の名所を旅することです。ずつと地元に居

るため「自らのまちは自らで守る」を目標に両立出来るよう活動し

ています。

〈班 長〉中村 完太 (1999年入団〉

消防団でのご縁を頂き、港湾関係の仕事をしています。八分団に

は福原副分団長に誘われて入団しました。清水地区ラッパ隊にも

所属し指導員をしています。消防団、ラッパ隊、共に年代や立場を

問わず、無理をせずに友人としての付き合いが出来る仲間たちが

自分の財産です。

>先輩から一言…高校時代にラグビーで鍛えた体を存分に生か

し、火災現場では縦横無尽に活躍してくれます。

〈班 長〉小寺 裕文 〈1989年入団〉

富士市内の会社に勤めています。「時間が空いているときに参加

してくれれば」と友人が誘つてくれました。当時はそれほど忙しくも

なく入団を決めました。それから結婚、住居も船越地区から浜田

地区へ。環境は変わりましたが「時間が空いている時に…」の姿勢

は変わりません。それでも、充実した活動ができていると思います。

>先輩から一言…抜群の安定感。頼りになります。

〈団 員〉望月 伸和 (2002年入団〉

交流のあつた消防局の職員から誘われ入団しました。一時期、体

調を崩して退団しましたが復帰。ところが、昨年、自転車で通動中

交通事故にあい、仕事も休職中です。気が滅入ることなく過ごせる

のは分団の仲間たちのお陰。お酒とドライブが大好きです。今後

も戦力になれるよう活動していきたいと思います。

>先輩から一言…無理せず焦らず。完全復帰を願つています。

管内功績無火災功績分団 清水第八分団

(防火思想の普及に努め、令和四年八月から六か月間無火災を達成)

功労章及び勤続功労章 15年 内藤祐也 (月見町)

15年 千葉 剛弘 (桜が丘町)

勤 続功 労章      10年 上野 正貴 (転居)

春の火災予防運動岡地区子供会000
青葉町 。春日町 。桜が丘町

大沢町 。堂林

月見町 。中矢部町

上二丁目 。川原町・梅が岡

岡 町 。神田町・梅田町

南岡町・下清水町 。西高町

3月 1日 (`さ )

2日 (土 )

4日 (月 )

5日 (火 )

6日 (水 )

7日 (木 )

鰺隧烙曖眩鬱輻鰊赳贔櫂鼈袋醸鰈鰊機鮨斃矮躙妙
まずは下記までご連絡ください。見学だけでも大歓迎 己轡倉魯量糧功績章

技能章

有功章

内藤 彰彦 (川原町)

小寺 裕文 (千歳町)〈小型訓練指導員〉

岩ケ谷 達子 (大坪町)

□ 清水第八分団 1日,054‐ 351‐0603
□ 分団長 田村好幸 嘔口,054‐ 352日3723

'‐‐|1111華 |||11111111:|11:::|||||1111:1111,||::i111`|:|:||||,|||||‐

i‐‐.

静岡市長表彰

静岡県消防協会長表彰
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連絡先
静岡県消防協会静岡支部長表彰

勤 続功 労章  5年 風間 重樹 (青葉町) □清水消防署 消防団係  1雷 054‐ 367‐3126
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こんな活動をしています

住まいの耐震性を確保 しましょう

感震ブレーカーを設置 しましょう

住宅用消火器等を設置 し
使用方法について確認 しま しょう

家具等の転倒防止対策 (固定)を
行いましょう

ス トーブ等の暖房機器の周辺は整理整頓 し、
可燃物を近 くに置かないようにしま しょう

住宅用火災警報器 を設置 しま しょう

※交換の際は連動型住宅用火災警報器などの付加的な機能を併せ持つ機器へ交換しましょう。

※設置場所については市町村条例で定められています。

ヽ

ホース補修研修
貸与された備品を大切に使うために実施(10月 7日 )

消防設備定期監査

市から貸与された車両や備品について管理状態の
定期監査。(10月 10日 )

地区祭り

岡まつり(10月 22日 )船越まつり(11月 5日 )に参加

地区防災訓練

船越地区で放水訓練と車両展示 (12月 3日 )

分団出初式

岡八幡神社で無事故無火災記念の

後、管内にて出初式 (1月 1日 )

防火ヘルメットとしころ

消火活動中、団員の頭部や首を火や熱
風から守ります。

地震対策訓練

倒壊家屋からの人命救助について訓練 (11月 12日 )

12方面隊合同訓練
三保造船所で署隊と各分団の連携のための

訓練を実施。(11月 26日 )

肉
消防活動に使われる

機材は消火活動だけ

でなく災害救助など

にも使われます。

分岐菅

消火隊が増えた時に使用します。

ハンディ無線機

放水の指示、水圧調整など団員相互の
連絡に使用します。
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団員が

趣味を話す

早いもので人生の半分以上を消防、八分団の仲間たちと

過ごしてきました。その間、「清水港会」では一緒に神輿

を担ぎ、ゴルフも覚えました。特に分団のゴルフコンペ

は和気あいあい、笑いが絶えない楽しいイベン トです。

出動命令が下れば夜中でも駆けつけるという使命感と緊

張感があるからこそ、仲間たちとの親睦活動も充実する

のだと思います。八分団には多彩な趣味を持つた団員

や、イベント好きな団員がたくさんいます。ぜひ、ご一

緒しましょう。

〈1997年入団〉
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